
哲学科履修モデル１（自己の文化的背景を踏まえながら、異なる文化・他者への感受性をもった人材）

単位必･選 科目名 単位必･選 科目名 単位 必･選 科目名 単位必･選

2 〇

2 〇

1 〇

1 〇

2 ◎

2 ◎

学際科目１、新領域科目１、教養テーマゼミナール１など 2 ◎

Intermediate English (RL) 1a 1 ◎

Intermediate English (RL) 1b 1 ◎

Intermediate English (SW) 1a 1 ◎

Intermediate English (SW) 1b 1 ◎

英語以外の外国語初級１ａ 1 ◎

英語以外の外国語初級１ｂ 1 ◎

英語以外の外国語初級２ａ 1 ◎

英語以外の外国語初級２ｂ 1 ◎

4 ○ ゼミナール１ 4 ○ ゼミナール２ 4 ○ ゼミナール３ 4 ○

卒業論文 8 ○

2 ◎ 芸術学概論１ 2 ◎

2 ◎ 芸術学概論２ 2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎ 西洋哲学史（現代）１ 2 ◎ 中国思想史 2 ◎

2 ◎ 西洋哲学史（現代）２ 2 ◎ イスラム思想史 2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 △ 音楽論 2 △ 精神分析学 2 △ 哲学特殊講義３ △

2 △ 美術論１ 2 △ アジア思想特殊講義１ 2 △ 哲学特殊講義４ △

2 △ 美術論２ 2 △ アジア思想特殊講義２ 2 △

日本の思想（近代以前） 2 △ 文化の哲学１ 2 △

日本の伝統芸能 2 △ 文化の哲学２ 2 △

社会の哲学 2 △ 倫理の哲学 2 △

△

転換・導入科目、教養
科目、外国語科目及び
専門科目の超過修得単
位は自由選択要件単位
に算入される。

30

124

注：「必・選」欄における「○」は必修科目、「◎」は選択必修科目、「△」は選択科目を示す。

「人文科学基礎科目」
「社会科学基礎科目」
「自然科学系科目」
「融合領域科目」から8
単位以上修得する。

※「履修モデル」はあくまで目安として、履修登録をする際には、必ず入学年度の学修ガイドブックに記載されている、自身が所属する学科の
  「転換・導入科目、教養科目、外国語科目一覧」,「専門科目一覧」で卒業要件が満たせる計画であることを確認すること。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
備　　考

卒業要件
単    位科目名

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール

6

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール

キャリア基礎科目

情報リテラシー科目

基礎自然科学

保健体育基礎科目
スポーツリテラシー

スポーツウェルネス

8
社会科学基礎科目 政治学入門、社会学入門、情報社会など

自然科学系科目 生物科学１ａ・１ｂ、宇宙地球科学１ａ・１ｂ、物理学１ａ・１ｂ、科学論１ａ・１ｂなど

融合領域科目

保健体育系科目

人文科学基礎科目 ◎

外
国
語
科
目

英語

A群

教
養
科
目

日本の文化、日本の文学、世界の文学、歴史と地域・民衆、異文
化理解の人類学など

2

A群、B群からそれぞれ2
単位合計4単位修得す
る。

8

B群

英語以外の外国語
導入

「導入」の各科目から
同一言語の初級１ａ・
１ｂ・２ａ・２ｂを修
得する。

海外語学研修

専
　
 
　
門
　
 
　
科
　
 
　
目

必修科目
哲学の手ほどき

24

選択必修科目

哲学概論１

8
哲学概論２

倫理学概論１

倫理学概論２

選択必修科目

西洋哲学史（近代）１

12

西洋哲学史（近代）２

日本思想史１

日本思想史２

28

宗教学２

ポップカルチャー論

36 12

自由選択修得要件単位
となる科目

年次修得単位の
目安

38 38

選択科目

宗教学１



哲学科履修モデル２（ものごとを粘り強く分析的に捉えるとともに、事態を総合する能力をもった人材）

単位必･選 科目名 単位必･選 科目名 単位 必･選 科目名 単位必･選

2 〇

2 〇

1 〇

1 〇

2 ◎

2 ◎

学際科目１、新領域科目１、教養テーマゼミナール１など 2 ◎

Intermediate English (RL) 1a 1 ◎

Intermediate English (RL) 1b 1 ◎

Intermediate English (SW) 1a 1 ◎

Intermediate English (SW) 1b 1 ◎

英語以外の外国語初級１ａ 1 ◎

英語以外の外国語初級１ｂ 1 ◎

英語以外の外国語初級２ａ 1 ◎

英語以外の外国語初級２ｂ 1 ◎

4 ○ ゼミナール１ 4 ○ ゼミナール２ 4 ○ ゼミナール３ 4 ○

卒業論文 8 ○

2 ◎ 倫理学概論１ 2 ◎

2 ◎ 倫理学概論２ 2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎ 日本思想史１ 2 ◎ 西洋哲学史（現代）１ 2 ◎

2 ◎ 日本思想史２ 2 ◎ 西洋哲学史（現代）２ 2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 △ 言語論 2 △ 近現代の日本の思想 2 △ 哲学特殊講義１ 2 △

2 △ 科学哲学 2 △ 論理の哲学 2 △ 哲学特殊講義２ 2 △

2 △ フェミニズム思想 2 △ 生命の哲学 2 △

アジア思想特殊講義１ 2 △ 精神分析学 2 △

ギリシア語文献講読１ 2 △ ギリシア語文献講読３ 2 △

ギリシア語文献講読２ 2 △ ギリシア語文献講読４ 2 △

△

転換・導入科目、教養
科目、外国語科目及び
専門科目の超過修得単
位は自由選択要件単位
に算入される。

30

124

注：「必・選」欄における「○」は必修科目、「◎」は選択必修科目、「△」は選択科目を示す。

※「履修モデル」はあくまで目安として、履修登録をする際には、必ず入学年度の学修ガイドブックに記載されている、自身が所属する学科の
  「転換・導入科目、教養科目、外国語科目一覧」,「専門科目一覧」で卒業要件が満たせる計画であることを確認すること。

◎

自由選択修得要件単位
となる科目

年次修得単位の
目安

38 38

選択科目

ギリシア語入門１

36 12

28

ギリシア語入門２

映像文化論

選択必修科目

西洋哲学史（古代）

12

西洋哲学史（中世）

西洋哲学史（近代）１

西洋哲学史（近代）２

専
　
 
　
門
　
 
　
科
　
 
　
目

必修科目
哲学の手ほどき

哲学概論２

論理学概論１

論理学概論２

24

選択必修科目

哲学概論１

8

A群、B群からそれぞれ2
単位合計4単位修得す
る。

8

B群

英語以外の外国語
導入

「導入」の各科目から
同一言語の初級１ａ・
１ｂ・２ａ・２ｂを修
得する。

海外語学研修

外
国
語
科
目

英語

A群

教
養
科
目

人文科学基礎科目
文学と現代世界、歴史の視点、芸術学入門、ジャーナリズムと現
代など

「人文科学基礎科目」
「社会科学基礎科目」
「自然科学系科目」
「融合領域科目」から8
単位以上修得する。

8
社会科学基礎科目 日本国憲法、法と社会、地理学への招待など

自然科学系科目 生物科学１ａ・１ｂ、宇宙地球科学１ａ・１ｂ、物理学１ａ・１ｂ、科学論１ａ・１ｂ			など

融合領域科目

保健体育系科目

2

基礎自然科学

保健体育基礎科目
スポーツリテラシー

スポーツウェルネス

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール

6

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール

キャリア基礎科目

情報リテラシー科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
備　　考

卒業要件
単    位科目名


